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170 万人目を

　　　　全力疾走 !!

　祝い記念撮影！

Public Information of
Tamaki Town だ れ も が 安 心 し て 、 元 気 に 暮 ら せ る ま ち 　 ふ る さ と 玉 城

たまき

　
２月 16 日、アスピア玉城「ふれあいの館」の入浴利用者が 170 万人を達成！記念す
べき 170 万人目となられた山口喜久子さん・伊勢市（写真中央）、169 万 9,999 人目
の吉武利恵子さん・明和町（写真左から２人目）、170 万人１人目の前川昌雄さん・志
摩市（写真左から４人目）に、記念品をお贈りしました。　　　　　　　

 「ふれあいの館」の入浴者 170 万人を達成！
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特
集　

玉
城
町
指
定
文
化
財「
玄
甲
舎
」

旧
金
森
別
邸「
玄げ

ん

甲こ
う

舎し
ゃ

」　
　 と
金か

な

森も
り

得と
く

水す
い

（茶室）

　

得
水
は
家
老
で
あ
り
な
が
ら
、
文
人

と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
た
人
で
し
た
。

国
学
・
書
道
・
和
歌
・
茶
道
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
才
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
学
は
、「
国
学
の
四し

大う

人し

」
で
あ

る
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
弟
子
、
本も

と

居お
り

大お
お

平ひ
ら

に
就

い
て
教
え
を
受
け
、
書
道
と
和
歌
は
、

明
治
天
皇
の
師
範
も
勤
め
た
有あ

り

栖す

川が
わ

宮
の
み
や

幟た
か

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

に
学
び
、
有
栖
川
流
書
道
の

神
髄
を
会
得
し
た
こ
と
で
一
躍
有
名
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
に
つ
い
て
は
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
う

か

ら
続
く
千

せ
ん
の

宗そ
う

左さ

に
学
ん
で
免
許
皆
伝
を

受
け
、
玄
甲
舎
で
表
千
家
茶
道
の
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
得
水
は
、

茶
に
ま
つ
わ
る
話
を
集
め
た
「
古
今
茶

話
」
や
、全
国
の
陶
器
を
研
究
し
た
「
本

朝
陶
器
考
証
」
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

特
に
「
本
朝
陶
器
考
証
」
は
大
正
時
代

に
新
論
文
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
権
威

の
あ
る
も
の
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
で
も
伝
わ
る
日
本
の
古

式
泳
法
「
小
池
流
泳
法
」
の
師
範
で
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
得
水
と
名
乗
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　

藩
政
で
の
実
績
と
し
て
は
、
田
丸
物

産
所
の
設
立
や
、
藩
内
の
荒
地
開
拓
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、
宮
古
の
大

谷
池
の
水
利
に
よ
り
、
岩
出
を
新
田
と

し
て
開
墾
し
、
茶
や
桑
を
植
え
て
農
業

の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
開
墾
を

称
え
た
墾
田
碑
が
、
岩
出
の
県
道
の
夜

泣
き
橋
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

玄
甲
舎
の
総
建
坪
は
54.

5
坪
（
土
蔵
・

物
置
は
除
く
）。
建
物
は
大
き
く
東
西
に

二
分
さ
れ
、
茶
室
と
迎
賓
用
を
兼
ね
た

数す

寄き

屋や

と
、
家
族
が
日
常
生
活
を
営
む

居
宅
で
構
成
す
る
総
桧
の
数
寄
屋
造
り

で
す
。
得
水
が
京
都
か
ら
一
流
の
職
人

を
呼
び
、
設
計
・
建
築
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
部
は
簡
素
美
が
追
求
さ
れ
て
お
り
、

今
も
そ
の
原
型
を
よ
く
留
め
て
い
ま
す
。

得
水
が
し
ば
し
ば
こ
こ
で
茶
事
を
催
し

た
こ
と
は
、
茶
会
の
記
録
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

庭
園
は
約
2
5
0
坪
で
、
石
灯
籠

や
蹲つ

く

踞ば
い

（
石
や
岩
な
ど
で
作
っ
た
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

）
が
備
え
ら
れ
、
木
々
の
間
に
は
大

小
の
奇
・
怪
石
を
取
り
混
ぜ
た
飛
び
石

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
南
面
に
広
が
る

国
束
山
の
山
並
み
を
借
景
と
し
た
広
大

な
こ
の
庭
園
は
、
建
物
と
同
様
、
文
化

財
的
価
値
の
高
い
史
跡
で
す
。

　

玄
甲
舎
は
、1
8
4
7

年（
弘
化
4
年
）に
田

丸
町
佐
田（
Ｊ
Ｒ
田

丸
駅
の
南
側
）
に
建

築
さ
れ
、
当
時
は
約

3,
0
0
0
坪
の
広

さ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
1
8
9
3
年

（
明
治
26
年
）、
田
丸

駅
設
置
の
た
め
に
、

　
江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
田
丸
城
主
久く

野の

丹た
ん

波ば

守の
か
み

の
家
老
を
勤
め
、
田
丸
領
の
財
政
再
建
に
貢
献
し
た
金
森
得
水
（
1
7
8
6
年
～
1
8
6
5
年
）。

町
で
は
、
得
水
が
設
計
・
建
築
し
た
茶
室
兼
別
邸
で
あ
る
「
玄
甲
舎
」
を
、
平
成
25
年
1
月
9
日
に
町
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

 

多
芸
多
能
な
人
物
・
得
水

金森得水肖像

南立面図平面図

 

「
玄
甲
舎
」
に
つ
い
て

教
育
委
員
会　
☎（
５
８
）
8
2
1
2
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金
森
家
は
自
発
的
に
私
有
地
を

無
償
提
供
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
屋
敷
の
土
地
が
分
断
さ

れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
の

玉
城
町
の
発
展
の
礎
を
築
い
た

こ
の
英
断
の
恩
恵
を
、
私
た
ち

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

　

玄
甲
舎
の
築
造
に
携
わ
っ
た
職
人

の
一
人
に
、
茶
道
の
表
千
家
の
代
表

大
工
の
庄
五
郎
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
庄
五
郎
は
、
千
利
休
が
営
ん
だ

「
不ふ

審し
ん

庵あ
ん

」
を
は
じ
め
、
有
名
な
茶
室
を

再
建
し
ま
し
た
が
、
1
9
0
6
年
（
明
治

39
年
）
の
火
災
で
焼
失
し
、
庄
五
郎
の

作
風
を
残
す
建
物
は
、
全
国
で
無
く
な
っ

た
か
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
玄
甲
舎
の
八
畳
間
の
炉ろ

壇だ
ん

の
蓋
に
、

「
大
工
庄
五
郎
作 

弘
化
四
年
丁
未
春
日

出
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

玄
甲
舎
が
、
現
存
す
る
庄
五
郎
の
た
だ

一
つ
の
遺
作
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

数
寄
屋
建
築
研
究
家
の
第
一
人
者
で

あ
る
中
村
昌
生
氏
に
よ
る
と
、「
そ
の

よ
う
な
貴
重
な
遺
構
が
現
存
す
る
こ
と

は
、
当
地
だ
け
で
は
な
く
日
本
の
貴
重

な
文
化
遺
産
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、玉
城
町
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
伝
統
文
化
に
貢
献
す
べ
く
活
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
評
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

玉
城
町
は
、
故
・
金
森
家
十
一
代
当

主
か
ら
、こ
の
歴
史
的
に
価
値
の
高
い

玄
甲
舎
と
庭
園
の
寄
附
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
金
森
家
十
二
代
当
主
よ
り
正
式

に
譲
り
受
け
ま
し
た
。
玄
甲
舎
は
城
下

町
と
し
て

の
玉
城
町

を
物
語
る

貴
重
な
歴

史
建
築
遺

産
で
す
。

「
歴
史
と

文
化
の
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し

て
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
有
効
な
利
用
を
検
討
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
度
に
、
金
森
得
水
と
玄
甲
舎
に

つ
い
て
、
特
別
展
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

玄甲舎の座敷

田丸駅

得水の歌碑

玄甲舎

田丸駅

得水の歌碑

玄甲舎

炉壇の蓋の裏書（大工庄五郎）

「玄甲舎」の板額（町教育委員会蔵）得水の歌碑

　

玄
甲
舎
は
亀
の
恰
好
に
似
せ

て
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
客
人
を
出
迎
え
る
玄
関
の

壁
に
は
、
超
大
型
の
海
亀
の
甲

羅
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
得
水
ゆ
か
り
の
品
々
に
は

花
押
（
自
筆
の
サ
イ
ン
）
が
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は

朱
書
し
た
亀
の
図
形
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
亀
は
玄
甲
舎
の

名
の
由
来
で
あ
り
、
ま
た
象
徴

で
も
あ
る
の
で
す
。

   

得
水
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
“
亀
”

庵号が書かれた亀の甲羅（町教育委員会蔵）

  

数
寄
屋
大
工
「
庄
五
郎
」

  

唯
一
の
遺
作



第
14
回 

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

2 月11日　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
「
第
14
回 

玉
城
町
社

会
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、福
祉
関
係
者
や
町
民
の
み
な
さ
ん
の

社
会
福
祉
へ
の
更
な
る
機
運
を
高
め
る
た

め
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
２
部
構
成
で
、第
１
部
で
は
社
会

福
祉
功
労
者
・
団
体
へ
の
表
彰
や
、学
校
や

地
域
の
方
か
ら
募
集
し
た「
し
あ
わ
せ
の
一

行
詩
」
の
表
彰
の
ほ
か
、小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
福
祉
の
作
文
」
の
作
品
の
中
か
ら

優
秀
作
品
に
表
彰
を
贈
り
、作
文
で
特
選
と

な
っ
た
２
作
品
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
２
部
で
は
、記
念
講
演
と
し
て
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
団
体
E
L
L
Y 

代

表　

山や
ま

口ぐ
ち

颯し
ょ
う一い
ち

さ
ん
を
お
招
き
し
、「
性
同
一

性
障
が
い
」や「
同
性
愛
」な
ど（
※
）L
G
B
T

へ
の
理
解
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※�

L
G
B
T
と
は

　

�

L
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
）、
G（
ゲ
イ
）、B（
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
）、

T
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）を
指
し
ま
す
。

◆ 

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

	

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

	
	

田
丸
小
学
校　
夢
工
房
ク
ラ
ブ

	

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

	
	

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

	

●	

地
域
活
動
団
体

	
	

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

	

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

郡
司 

あ
い
り（
障
が
い
児
支
援
）

	

●	

社
会
福
祉
施
設
役
職
員

	
	

西
岡 

敦
子（
有
田
保
育
所
）

	

●	

社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員

	
	

小
倉 

康
子

◆ 

感
謝

	

●	�

美
和
ロ
ッ
ク
労
働
組
合

	
	

伊
勢
支
部（
寄
附
金
）

	

●	

玉
城
中
学
校

	
	

美
術
部（
地
域
福
祉
協
力
団
体
）

	

●	

中
村 

武
二（
シ
ル
バ
ー
人
材 

永
年
活
動
）

	

●	

坂
谷 

竹
代（
シ
ル
バ
ー
人
材 

永
年
活
動
）

◆ 

小
学
生
の
部

	

●	

特
選

		


南
出 

藍
志（
外
城
田
小
学
校 

４
年
生
）

	

●	

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
賞

		


八
木 

琴
香（
下
外
城
田
小
学
校 

６
年
生
）

	
●	

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
賞

		


戸
上 

夕
菜（
田
丸
小
学
校 

６
年
生
）

	

●	
入
選

		


南
出 
哲
志（
外
城
田
小
学
校 

４
年
生
）

		


見
並 
麻
理
菜（
田
丸
小
学
校 

４
年
生
）

		


山
口 

心
里（
下
外
城
田
小
学
校 

６
年
生
）

◆ 

一
般
の
部

	

●	

特
選

		


下
村 

謙
之
助

	

●	

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
賞

		


田
中 

友
香
子

	

●	

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
賞

		


潮
田 

美
奈
子

※
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
と
は
…

　

�

社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
す
る
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
委
員
会
で
す
。

※
健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
と
は
…

　

�

生
活
福
祉
課
が
設
置
す
る
町
民
へ
の
健

康
づ
く
り
を
啓
発
す
る
委
員
会
で
す
。

◆ 

特
選

	

●	

小
学
生
の
部

		


金
谷 

幸
之
介（
田
丸
小
学
校 

５
年
生
）

	

●	

中
学
生
の
部

		


井
上 

葉
月（
玉
城
中
学
校 

３
年
生
）

◆ 

入
選

	

●	

小
学
生
の
部

		


口
野 

颯
愛（
外
城
田
小
学
校 

６
年
生
）

		


森
井 

大
走（
田
丸
小
学
校 

５
年
生
）

		


山
下 

怜
夕（
有
田
小
学
校 

５
年
生
）

		


松
田 

弐
皐（
下
外
城
田
小
学
校 

４
年
生
）

	

●	

中
学
生
の
部

		


奥
野 

め
ぐ
み（
玉
城
中
学
校 

１
年
生
）

 

被
表
彰
者（
敬
称
略
）

 

し
あ
わ
せ
の
一
行
詩（
敬
称
略
）

 

福
祉
の
作
文（
敬
称
略
）

田丸小学校 ５年生
金谷幸之介さん

福祉協力校「下外城田小学校」の
活動発表

福祉の作文表彰 感謝表彰 社会福祉協議会会長表彰
しあわせの一行詩表彰

（一般の部）
しあわせの一行詩表彰

（小学生の部）

講演会

福祉作文の発表

玉城中学校３年生
井上 葉月さん
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PICK UP

注目の話題
　　平成 28 年1 月 〜2 月 の

 玉城町内で今注目の話題を、
町民のみなさんに

お届けします。



平成 28 年 1月〜2 月

み
え
の
現
場

“
や
っ
ぱ
し
”す
ご
い
や
ん
か

ト
ー
ク
を
開
催

1 月30 日

　

玉
城
中
学
校
で
、元
プ
ロ

野
球
選
手
で
現
在
、福
岡
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
１

軍
ピ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
チ
を
勤
め
る
伊
勢
市
小
俣

町
出
身
の
倉く

ら

野の

信し
ん

次じ

さ
ん
を
迎
え
、玉
城
中
学

校
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

玉
城
中
学
校
人
権
講
演
会
は
、人
権
啓
発
活

動
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
人
権
の
尊
重
や
差

別
の
根
絶
を
目
指
す
も
の
で
、倉
野
さ
ん
に
は
全

校
生
徒
の
前
で
自
ら
の
学
生
時
代
の
経
験
や
プ

ロ
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
に
つ
い
て
、お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

倉
野
さ
ん
の
お
話
に
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
、と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
、奈
良
県
の
信し

貴ぎ

山さ
ん
病
院

（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
）
診
療
部
長
の
織お

り

部べ

裕ひ
ろ

明あ
き

医
師
を
講
師
に
迎
え
、認
知
症
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、認
知
症
予
防
に
は
α
リ
ノ
レ
ン
酸

を
多
く
含
む「
エ
ゴ
マ
油
」の
摂
取
が
良
い
な
ど
、

日
常
生
活
で
す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
認
知
症

予
防
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
講
演
会
に
参
加
し
、認
知
症
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

1月15 日1月 30 日

　

保
健
福
祉
会
館
で
、鈴
木
県
知

事
が
県
内
各
地
の
住
民
と
対
話
す

る「
み
え
の
現
場“
や
っ
ぱ
し
”す
ご

い
や
ん
か
ト
ー
ク
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
、知
事
と
対
談
を
さ
れ
た

の
は
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
」
の

み
な
さ
ん
で
す
。ト
ー
ク
で
は
、「
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
」か
ら
こ
れ
ま
で

の
活
動
内
容
の
紹
介
が
あ
り
、そ
の

後
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
知
事
は「
県
内
で
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
後
に
、認
知
症
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。認
知
症
サ
ミ
ッ

ト
の
実
現
に
向
け
、前
向
き
に
検
討

し
た
い
。実
現
の
際
に
は
、「
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
く
ら
」の
み
な
さ
ん
に
も
お

手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
」と
コ
メ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
終
了
後
に
は
、知
事
も
さ

く
ら
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

知事とサポーターさくらのみなさん

講師の織部裕明医師

玉
城
中
学
校
人
権
講
演
会
を
開
催

認
知
症
講
演
会
を
開
催

5 広報 たまき 平成28年 3月号
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町
内
火
災
発
生
状
況（
平
成
27
年
）

平
成
27
年
の
町
内
火
災
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨
年
1
年
間
の
発
生
件
数
は
4
件
で
し
た
。

毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い『
火
』で
す
が
、ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

昨
年
は
4
件
の
火
災
が
発
生

　
平
成
27
年
、町
内
の
火
災
の
う
ち
種
別
で
は
、建
物
火
災
が
2
件
、林
野
火
災

が
1
件
、車
両
火
災
が
1
件
発
生
し
て
い
ま
す
。（
前
年
比
2
件
減
少
）

　
出
火
原
因
は
、た
ば
こ
や
焚
き
火
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
伊
勢
市
消
防
本
部
管
内（
玉
城
町
、伊
勢
市
、度
会
町
）で
は
41
件
と
、昨
年（
52

件
）に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

火
災
件
数
と
現
況

総
務
課　
☎（
５
８
）
8
2
0
0

玉城町内

・ 件数 41 件
・ 死者 1 名
・ 負傷者 7 名
・ 損害額 112,061 千円（暫定）

平成 27 年火災概要（伊勢市消防本部管内）

0（件）
（年）18　　19　　20　　21　　22　　23　　24　　25　　26　　27

5

10

15

20

建物火災
24件 58％
建物火災
24件 58％

その他火災
11件 
27％

その他火災
11件 
27％

車両火災
4件
10％

車両火災
4件
10％

林野火災
2件
5％

林野火災
2件
5％

火災件数
41件

玉城町内過去 10 年間の火災件数

平成 27 年玉城町内の火災状況

平成 27 年中の火災件数・人的被害・損害額は、次のとおりでした。

火災の原因で一番多いのは
「放火の疑い」、次いで「焚き
火」「こんろ」「たばこ」の順で
した。

 （   ）内は平成 26 年■ 火災種別

■ 出火原因 ■ 死傷者

建物火災 林野火災 車両火災 その他 計 損害額［千円］
１月 1 （1） 1(1) 888
２月 0(0)
３月 （1） 0(1) （180）
４月 0(0)
５月 1 1(0) 120
６月 （1） （1） 0（2） （9,155）
７月 0（0）
８月 1 （1） 1(1)
９月 0(0)
１０月 0(0)
１１月 (1) 0(1)
１２月 1 1(0)
計 2（1） 1(1) 1（2） 0（2） 4（6） 1,008（9,335）

伊勢市消防本部
 『平成27年消防概況・火災概況』から

た
ば
こ

こ
ん
ろ

ス
ト
ー
ブ

炉

電
灯
電
気
の
配
線

マ
ッ
チ
ラ
イ
タ
ー

焚
き
火

放
火(

疑
い)

な
ど

そ
の
他

不
明・調
査
中

１月 （1） 1
２月
３月 （1）
４月
５月 1
６月 （1） （1）
７月
８月 1
９月 （1）
１０月
１１月 （1）
１２月 1
計 1（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 1（3） 0（1） 0（0） 2（2）

死者 負傷者
１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月 2
計 0（0） 2（0）
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伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
の
救
急・救
助
出
場
お
よ
び
搬
送
人
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
全
国
的
に
救
急
車
の
適
正
な
利
用
が
促
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請

す
る
と
、救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
・
病
気
が
発
生
し
た
場
合
、遠
く
の
救
急
車
が
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
、到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
、救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
い
、夜
間
や
休
日
の
場
合
は
、最
寄
り
の
病
院
ま
た
は
伊
勢
市
休
日・夜
間
応
急
診
療
所
へ

救
急
・
救
助
搬
送
数

平
成
28
年
町
消
防
出
初
式

平
成
28
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

● 

玉
城
町
長
優
良
団
員
表
彰

　
本
部　
　

  　

 

吉
村 

い
づ
み

　
第
１
分
団　
　
岩
木 

良
佑

　
第
１
分
団　
　
筒
井 

勇
仁

　
第
２
分
団　
　
西
岡 

厚

　
第
２
分
団　
　
辻
井 

茂
樹

　
第
２
分
団　
　
渡
邉 

克
行

　
第
３
分
団　
　
坂
出 

雅
哉

　
第
３
分
団　
　
西
堀 

直
弥

　
第
４
分
団　
　
永
井 

友
樹

● 

三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰 

　

 

表
彰
徽
章

　
第
１
分
団　
　
藤
井 

亮
太

　
第
２
分
団　
　
中
西 

司

　
第
３
分
団　
　
栁
谷 

祐
樹

　
第
３
分
団　
　
鳥
居 

厚
史

　
第
４
分
団　
　
岡
山 

宗
史

　
第
４
分
団　
　
松
田 

有
司

　
1
月
10
日
、平
成
28
年
町
消
防
出
初
式
を
お
城
広
場
で
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
松
田
団
長
以
下
57
名
の
団
員
が
参
加
し
て
、観
客
の

見
守
る
中
、式
典
が
進
み
ま
し
た
。

　
式
典
は
町
長
訓
示
・
表
彰
・
点
検
・
分
列
行
進
・一
斉
放
水
な
ど

が
あ
り
、今
年
一
年
の
無
火
災・無
災
害
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
な
お
、次
の
方
々
の
栄
誉
と
功
績
を
称
え
ま
し
た（
敬
称
略
）。

　

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
目
的
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、町
民
の
み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
の
意
識
を

一
層
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、財
産

の
損
害
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

期
間 

3
月
1
日（
火
）～
7
日（
月
）

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
２
５
）１
２
６
８

WHAT'S NEW

水難事故
3件 4％
水難事故
3件 4％

酸欠等に
よる事故
1件 1％

酸欠等に
よる事故
1件 1％

救助件数
76件

交通事故
48件 63％
交通事故
48件 63％

建物等に
よる事故
11件 15％

建物等に
よる事故
11件 15％

火災
4件 5％
火災
4件 5％

その他
9件
12％

その他
9件
12％

救急件数
7,488 件

急に病気になった
4,866 件
65％

急に病気になった
4,866 件
65％

けが
1,030 件 
14％

けが
1,030 件 
14％

交通事故
749件
10％

交通事故
749件
10％

その他
843件
11％

その他
843件
11％

平成２7 年救助概要（伊勢市消防本部管内）

市町別救急出場件数および搬送人員

　平成 27 年中の救助出場は 76 件、救助した方
は 49 名でした。
　救助件数の 1 位が「交通事故に伴う救助」の 48
件で、63％でした。

　平成 27 年中に救急車は 7,488 回出場して、
7,163 名を病院へ運びました。一日あたり 20 回
出場したことになります。
　救急出場件数の 1 位が ｢急に病気になった」
4,866 件で、全体の 65％。2 位が｢けが」1,030 件
で、全体の 14％。3 位が ｢交通事故」749 件で、全
体の 10％でした。

■ 救助■ 救急

伊
勢
市
休
日・夜
間

応
急
診
療
所

（
内
科・小
児
科
）

住　
　
所： 

伊
勢
市
八
日
市
場
町
13-

1 

伊
勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

  　
☎（
２
５
）8
7
9
5

診 
療 
日
： 

平
日
夜
間
、日
曜
、祝
日

診
療
時
間： 
昼
間 

午
前
10
時
～
正
午・午
後
１
時
～
５
時　
夜
間 

午
後
７
時
30
分
～
10
時

救急出場 玉城町 伊勢市 度会町 応　援 計

平成 27年 出場件数 636 6,439 410 3 7,488
搬送人員 594 6,175 393 1 7,163

平成 26年 出場件数 651 6,294 371 4 7,320
搬送人員 625 6,000 354 2 6,981



8

　
生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
☎（
５
８
）８
２
０
３

　

１
２
５　
CC
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
・
小

型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
の
廃

車
は
税
務
住
民
課
の
窓
口
で
申
告
・
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
廃
車
の
申
告
・
申
請
を

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
つ
ま
で
も
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、軽
自
動
車
等
を
取
得
し
た
方
や

町
内
に
主
た
る
定
置
場
を
移
し
た
方
は

15
日
以
内
に
、ま
た
、廃
車
や
譲
渡
に
よ

り
軽
自
動
車
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
り
、

町
内
か
ら
主
た
る
定
置
場
を
移
し
た
方

は
30
日
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、必
ず
警
察
署

へ
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、税

務
住
民
課
へ
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃
車・所
有
者
変
更
な
ど
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

　
税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課
☎（
５
８
）８
２
０
１

車種 申請（申告）先、
連絡先　　　　

住所
必要書類等

原動機付自転車（125cc 以下） 町役場税務住民課
（58）8201

三重県度会郡玉城町田丸 114 番地２

農耕用および小型特殊自動車 印鑑・自賠責保険証・標識（廃車、変更の場合）

二輪（125cc 超 250cc 以下） 中部運輸局
三重運輸支局
050（5540）2055

三重県津市雲出長常町字六ノ割 1190 番 9

届出済証・印鑑・自賠責保険証・住民票・標識（廃車、変更の場合）

二輪の小型自動車（250cc 超）
三重県津市雲出長常町字六ノ割 1190 番９

車検証・印鑑 ・自賠責保険証・住民票・標識（廃車、変更の場合）

軽自動車（四輪）
軽自動車検査協会
三重事務所
050（3816）1779

三重県津市雲出長常町字六ノ割 1190 番 10

車検証・印鑑・自賠責保険証・住民票・標識（廃車、変更の場合）

軽自動車税
軽自動車税は毎年４月１日現在で、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪の小型自動車の所有者に年税で課税されます。

　

犬
の
飼
い
主
は
、飼
い
犬
に
生
涯
１
回

の
登
録
と
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

す
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、日
本
に
狂
犬
病
が
侵
入
し
て

も
ま
ん
延
を
防
げ
る
よ
う
に
、必
ず
登
録

と
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、犬
の
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
等

に
変
更
が
あ
っ
た
時
や
、飼
い
犬
が
死
亡

し
た
場
合
は
、生
活
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

日　

程

�

次
の
日
程
で
、狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

※�

お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

排
泄
物
処
理
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

《
狂
犬
病
と
は
》

　

狂
犬
病
は
、狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
動
物
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
人
に
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
場
合
、平
均
１
～
３
ヵ

月
の
潜
伏
期
間
の
後
、興
奮
・
麻
痺
・

錯
乱
な
ど
の
神
経
症
状
が
現
れ
、発

症
す
る
と
１
０
０
％
死
亡
し
ま
す
。

狂
犬
病
は
、現
在
日
本
で
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め

海
外
の
多
く
の
国
々
で
発
生
し
て
お

り
毎
年
４
～
５
万
人
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

実施日 時間 場所 料金

4 月 11 日（月）

13：30～ 14：15 伊勢農協
下外城田 ①予防注射料金のみ

　 3,200円/頭
　(注射済票交付手数料
　550円含む)

②予防注射料金
   ＋新規畜犬登録手数料
　 6,200円/頭

14：45～ 15：30 伊勢農協
外城田

4 月 18 日（月）

13：15～ 14：30 村山龍平記念館
駐車場

15：00～ 15：30 伊勢農協
有田

町
の
事
業
や
催
し
、
募
集
情
報
な
ど
を
お
届
け
！

町
の
事
業
や
催
し
、
募
集
情
報
な
ど
を
お
届
け
！

市
外
局
番 

０
５
９
６

Informa
tion

Informa
tion
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町
立
小
学
校
に
通
学
す
る（
予
定
者
含

む
）
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
、小
学
校
春
休
み
期
間
中
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
へ
の
臨
時
入
所
を
次
の
と
お

り
受
付
し
ま
す
。

申
込
み
資
格

�

児
童
の
保
護
者
が
、労
働
等

に
よ
り
対
象
児
童
を
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

限
り
ま
す
。

申
込
み
方
法

�

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子

育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福

祉
会
館
）、お
よ
び
役
場
生
活

福
祉
課
備
付
け
の
「
玉
城
町

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
臨
時
入

所
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、保
護
者
の
就
労
証

明
書
と
と
も
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
期
間

�

３
月
28
日（
月
）
～
４
月
5
日

（
火
）、利
用
期
間
前
後
の
給

食
の
な
い
日
も
お
預
か
り
し

ま
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期
予
防
接

種
の
今
年
度
の
対
象
者
は
、平
成
21
年
4

月
2
日
～
平
成
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
で
す
。

　

定
期
接
種（
無
料
）の
期
間
は
、3
月
31

日（
木
）ま
で
で
す
の
で
、接
種
が
お
済
み

で
な
い
方
は
お
早
め
に
医
療
機
関
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

未
接
種
の
方
で
予
防
接
種
予
診
票
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、母
子
健
康
手
帳

を
持
参
し
、保
健
福
祉
会
館 

子
育
て

総
合
支
援
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
は
、3
月
31
日

（
木
）
で
終
了
し
ま
す
。
今
年
度
の
対
象

者
で
未
接
種
の
方
は
、お
早
め
に
医
療
機

　

玉
城
病
院
で
実
施
し
て
い
る
今
年
度

乳
が
ん
検
診
は
、３
月
31
日（
木
）で
終
了

し
ま
す
。
受
診
を
希
望
の
方
は
、お
早
め

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、Ｐ
18
の
保
健
事
業
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、地
域
包
括
支

援
室
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
内
1
回
限
り
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

春
休
み
臨
時
入
所
申
込
み
受
付

受
付
期
限 
3
月
18
日（
金
）ま
で

麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）２
期
定
期

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
27
年
度 

高
齢
者
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予

防
接
種
の
対
象
の
方
へ

残
り
１
ヵ
月
！
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

利
用
料

�

日
額
１
，０
０
０
円
。
た
だ
し

1
月
あ
た
り
５
，０
０
０
円

が
上
限
。（
別
途
保
険
料
月
額

１
５
０
円
）

そ
の
他

�

申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
申
請
書
等
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、入

手
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

�

通
年
で
申
込
ま
れ
た
方
は
、臨
時

申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、各
児
童
ク
ラ
ブ
・
保
健
福

祉
会
館
・
生
活
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。（
電
話
番
号
は
「
ま
ち
か
ど
掲
示

板
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
☎（
５
８
）８
０
０
０

　
健
康
づ
く
り
た
よ
り

地
域
包
括
支
援
室
☎（
５
８
）７
３
７
３

　
保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
☎（
５
８
）８
０
０
０

関
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
平
成
27
年
4
月
に
接
種

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
接
種
券
を
紛

失
さ
れ
た
方
は
、保
健
福
祉
会
館 

地
域

包
括
支
援
室
に
て
再
発
行
し
ま
す
の
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
広
報
た
ま
き
平
成
27
年
4

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
度
に
接
種

し
な
か
っ
た
場
合
、そ
の
後
の
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Tamaki Information
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産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
☎（
５
８
）８
２
０
４

　

田
丸
城
跡
の
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、地
域
物
産
の
販
売
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。

　

城
跡
に
咲
く
桜
と
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時　

間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時

場　

所

玉
城
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

桜
の
開
花
期
間
中
、田
丸
城
跡
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

時　

間

日
没
～
午
後
10
時

第
29
回
桜
ま
つ
り
を
開
催

開
催
日 

４
月
３
日（
日
）

昨年のようす

消
費
生
活
相
談
員
の

 

消
費
者
豆
知
識Vol.23

あ
る
日
突
然
、使
っ
た
覚
え
の
な
い

請
求
が
き
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト
の
情
報

料
や
利
用
料
の
請
求
に
「
裁
判
所
」「
強
制
執

行
」「
給
料
の
差
し
押
さ
え
」な
ど
の
法
律
用
語

が
書
か
れ
た
通
知
書
や
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
ら

れ
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。し
か
し
利
用
し

た
と
さ
れ
る
サ
イ
ト
名
や
請
求
金
額
は
記
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、至
急
連
絡
す
る
よ
う
に
と
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、あ
な
た
に
こ
の
よ
う
な
請
求
が
き
た
場

合
、次
の
こ
と
に
留
意
し
て
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
わ
な
い

　

�
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、利
用
し
て
い
な
け

れ
ば
お
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。決

し
て
脅
し
文
句
に
ひ
る
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。実
際
に
自
宅
や
勤
務
先
ま
で
回
収
に
く

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
個
人
情
報
を
教
え
な
い

　

�

あ
わ
て
て
自
分
か
ら
相
手
に
連
絡
し
な
い
。

メ
ー
ル
を
返
信
し
な
い
。

　

個
人
情
報
の
流
出
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❸
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

　

�

利
用
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
も
は
っ
き
り
し
な

い
な
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

同
じ
文
面
の
請
求
書
が
多
く
の
人
に
届
い
て

い
る
な
ど
の
架
空
請
求
の
情
報
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
得
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
産
業
振
興
課
も
し
く
は

　

三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
９（
２
２
８
）２
２
１
２
で
も
受
付
け
ま
す
。

《
3
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

 

日　

時

3
月
7
日
・
14
日
・
28
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

場　

所

産
業
振
興
課

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
う「
お
も
ち
ゃ

病
院
」を
開
催
し
ま
す
。

　

直
せ
な
い
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時　

間

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所

保
健
福
祉
会
館

3
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院

開
催
日 

3
月
12
日（
土
）

　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
人

権
擁
護
委
員
を
相
談
員
に
迎
え
、行
政
・

心
配
ご
と
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
後
１
時
～
３
時

場　

所

保
健
福
祉
会
館

　
行
政・心
配
ご
と
相
談

開
催
日 

3
月
10
日（
木
）・20
日（
日
）

30
日（
水
）

　
社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
５
８
）６
９
１
５

　

０
～
３
歳
児（
未
就
園
児
）を
対
象
に
、

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
3
月
の
は
な
♪
は
な
♪

　
　
　
　

  

お
は
な
し
会
」

開
催
日 

3
月
17
日（
木
）

　

ミ
ニ
卒
業
式
を
行
い
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所

保
健
福
祉
会
館 

研
修
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
3
月
の
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん
」

開
催
日 

3
月
9
日（
水
）

　

町
内
を
巡
回
し
、障
が
い
者
の
生
活
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所

保
健
福
祉
会
館
ま
た
は
自
宅
等

※�

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、地
域
包
括
支
援
室
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
わ
た
ら
い
」巡
回
相
談

開
催
日 

3
月
9
日（
水
）・23
日（
水
）

　
地
域
包
括
支
援
室
た
よ
り

地
域
包
括
支
援
室
☎（
５
８
）７
３
７
３

AR
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町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
心
身
の
健
全
発
達
と
秩
序
あ
る

集
団
行
動
な
ら
び
に
、社
会
に
尽
く
す
自

主
活
動
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

募
集
中
の
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募　

集

・
剣
道
部

�　
　
　
　

・
軟
式
野
球
部

　
　
　
　

・
空
手
部

　

青
少
年
の
犯
罪
抑
止
・
防
犯
活
動
の
一

環
と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
の
青
色

回
転
灯
装
着
車
両
に
乗
車
し
、町
内
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。“
安
全
で
、安
心
な
ま
ち

づ
く
り
”
の
た
め
、多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日

第
１
、３
週
の
月
、金
曜
日

時　

間

�

午
後
3
時
～
、ま
た
は
午
後

5
時
～
（
2
時
間
程
度
）

※�
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、教
育
委
員

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度 
玉
城
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
を
募
集

申
込
締
切 
3
月
22
日（
火
）

青
色
回
転
灯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ト
ロ
ー
ル
員
募
集

　

町
の
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
や
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
、有
志
で
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
げ
、よ
り
一
層

の「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」を
目
指
す
た

め
に
、ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容

�

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
間

帯
の
見
守
り
、あ
い
さ
つ
な

ど
の
声
か
け
を
し
、子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
活
動
を

行
い
ま
す
。

活
動
日
時

�

ご
都
合
の
良
い
時
（
登
下
校

時
間
帯
）

そ
の
他

�

パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
身
に
着
け

る
防
寒
着
、ジ
ャ
ン
パ
ー
、ベ

ス
ト
、腕
章
お
よ
び
帽
子
を
貸

与
し
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

※�

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、教
育
委
員

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
教
育
た
よ
り

教
育
委
員
会
☎（
５
８
）８
２
１
２

　
　
　
　

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

対　

象

�

小
学
校
新
１
～
６
年
生
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
み
新
５
、

６
年
生
は
継
続
だ
け
募
集
）

申
込
方
法

�

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、「
た
ま
き
文
化
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」（
中
央
公
民

館
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、各
保
育

所
、小
学
校
で
配
布
す
る
ほ

か
、中
央
公
民
館
の
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

費　

用

�

団
費
は
、年
額
３
，０
０
０
円

（
保
険
料
・
県
登
録
料
・
会
費

含
む
）で
す
。

　
　
　
　

※�

申
込
書
と
一
緒
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

�

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
月
20

日
（
日
・
祝
）
ま
で
の
間
で
練

習
見
学
を
行
い
ま
す
。
詳
細

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

団
員
は
全
員
、総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
た
ま
き
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

に
も
加
入
し
ま
す
。

　

倉
田
山
公
園
に
建
設
を
進
め
て
い
ま

し
た
伊
勢
市
消
防
本
部
庁
舎
と
防
災
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
を
記
念
し
て
、４
月
３
日（
日
）に

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
回
覧
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

建
物
概
要

�

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
4
階

建
て
、免
震
構
造
（
一
部
耐

震
）延
べ
５
９
６
０
．
０
１
㎡

問
合
せ
先

　

�

消
防
本
部
☎（
２
５
）１
２
６
１（
代
表
）

　
防
災
セ
ン
タ
ー
☎（
２
５
）５
７
１
９

　
伊
勢
市
楠
部
町
１
５
９
番
地
11

　
（
４
月
１
日
か
ら
通
用
）

伊
勢
市
消
防
本
部
庁
舎

伊
勢
市
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

　
消
防
た
よ
り

伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課
☎（
２
５
）１
２
６
４

伊勢市消防本部
2月29日業務開始
伊勢市防災センター
4月1日オープン

Tamaki Information
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Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を
土

に
返
す
方
法
を
学
び
、環
境
に
優
し
い
生

活
を
目
指
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

〒
５
１
５
ー

０
５
０
５

　
　
　
　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物

�

蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝
以

内
）、エ
プ
ロ
ン

定　

員

30
名（
先
着
順
）

参
加
費

�

受
講
３
回
ま
で
無
料
、４
回

以
降
２
０
０
円

申
込
み

�

開
催
日
の
一
ヵ
月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
電
話
に
て
受
付

　

五
十
鈴
川
を
き
れ
い
に
す
る
会 

代
表 

井
手
口
克
利
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、大

勢
の
出
会
い
か
ら
得
た
幻
想
的
な
光
を

　
リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎（
３
８
）２
８
０
０

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会

参
加
者
募
集

開
催
日 

4
月
23
日（
土
）

第
28
回

環
境
学
習
会
参
加
者
募
集

開
催
日 

3
月
12
日（
土
）

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、ご
み

減
量
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

定　

員

各
教
室
と
も
15
名（
先
着
順
）

参
加
費

各
教
室
と
も
２
０
０
円

申
込
み

�

各
教
室
と
も
開
催
日
一
ヵ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
に
電
話
に

て
受
付

受
講
日

教
室
名

4
月
3
日（
日
）
手
芸
・
小
物
教
室

4
月
9
日（
土
）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
椅
子
作
り

4
月
16
日（
土
）
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

4
月
24
日（
日
）
手
芸
・
小
物
教
室

も
っ
た
い
な
い
教
室

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
は
、生

活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
反
面
、一
時
の

好
奇
心
か
ら
事
件
、事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

・
お
金
を
持
ち
出
す

・
家
族
と
目
を
合
わ
せ
な
い

・
隠
れ
て
メ
ー
ル
を
す
る

・
夜
遊
び
・
外
泊
を
す
る

な
ど
、非
行
の「
き
ざ
し
」で
す
。

　
「
非
行
」や「
犯
罪
」か
ら
守
る
た
め
、私

た
ち
大
人
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、便
利
な
ア
プ

リ
や
サ
イ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ

し
く
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
必
ず
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
１
日
で
、伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開

催
ま
で
あ
と
86
日
と
な
り
ま
す
。

　

伊
勢
警
察
署
で
は
、伊
勢
志
摩
で
テ

ロ
が
起
き
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

厳
し
い
国
際
テ
ロ
情
勢
を
踏
ま
え
、地
域

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
る
警
戒
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
て
さ
ら

に
警
戒
を
強
化
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
際
に
、パ
ト
ロ
ー
ル
、検
問
な
ど

で
行
き
先
等
を
お
尋
ね
す
る
な
ど
若
干

の
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、全
署
員
、伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

の
成
功
に
向
け
て
強
い
使
命
感
を
持
ち
、

一
致
団
結
し
て
任
務
に
当
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

子
ど
も
を「
犯
罪
」・「
非
行
」

か
ら
守
る
た
め
に

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ネ
ッ
ト
犯
罪

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
に
向
け
て

　
伊
勢
警
察
署
た
よ
り

伊
勢
警
察
署 

☎（
２
０
）０
１
１
０

　

ま
た
、日
頃
か
ら
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、家
庭
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
に
学
習
会『
取
り
戻
し
た
い
！
ホ

タ
ル
の
飛
び
交
う
自
然
を
！
』を
開
催
し

ま
す
。

時　

間

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
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法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立
つ
法

制
度
の
相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
ま
す
。

業
務
時
間

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）

　
　
　
　

土
曜
日

　
　
　
　
（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

　
　
　
　

※�

祝
・
休
日
、年
末
年
始
を
除
く

問
合
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�

法
的
ト
ラ
ブ
ル　

　
☎
０
５
７
０
ー
０
７
８
３
７
４

　
犯
罪
被
害
相
談

　
☎
０
５
７
０
ー
０
７
９
７
１
４

法
的
な
困
り
ご
と
は

「
法
テ
ラ
ス
」へ

　
広
域
の
お
知
ら
せ 

❶

　

左
表
の
と
お
り
在
職
者
を
対
象
に
、仕

事
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
専
門
的
知

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

識
の
習
得
お
よ
び
技
能
の
向
上
を
図
る

た
め
の
公
共
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢

　
伊
勢
市
小
俣
町
明
野
６
８
５

　
☎（
３
７
）３
１
２
１

コース名 日程 受講料

精密測定技術（長さ測定編）　 4/20（水)、21（木） ２日間 6,500円

被覆アーク溶接実践技術（各種姿勢溶接） 
※新規コース 4/20（水）、21（木） ２日間 9,500円

リレー制御　～制御回路編～ 5/10(火)、11(水)、12(木) ３日間 12,100円

半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編） 5/11（水）、12（木） ２日間 10,000円

旋盤精密加工技術(外径加工編） 5/31（火）、6/2(木)、7(火)、
9(木) ４日間 18,000円

旋盤精密加工技術(内径加工編）
※新規コース 6/14(火)、16(木)、21(火) ３日間 16,500円

鉛フリーはんだ付け技術 6/22(水)、23(木) ２日間 13,200円

２次元ＣＡＤ～ＡｕｔｏＣＡＤ～ 6/28(火)、29(水)、30(木) ３日間 11,000円

ＴＩＧ溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 6/29（水）、30（木） ２日間 11,000円

設計ツールを活用した製品設計技術(部品設計編)
（ＣＡＴＩＡ　Ｖ５）※新規コース 7/5(火)、6(水)、7(木)、8（金） ４日間 15,200円

PLC制御　～配線・基本命令編～ 7/12(火)、13(水)、14(木) ３日間 10,300円

ドリル研削実践技術 7/26(火)、27(水)、28(木) ３日間 14,000円

　

宮
川
流
域
で
活
動
す
る
団
体
に
よ
る

活
動
報
告
会（
５
団
体
）と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

長
良
川
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
会 
名
和
あ

け
み
さ
ん
に
よ
る
長
良
川
に
お
け
る
環

境
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。
川
や
海
な
ど
の
環
境

に
関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
（
３
時
間
程
度
）

場　

所

県
伊
勢
庁
舎
４
０
１
会
議
室

参
加
費

�

無
料

問
合
せ
先

　
宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
事
務
局

　
伊
勢
市
勢
田
町
６
２
８
―
２

　
☎（
２
７
）５
４
１
１

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会

平
成
27
年
度
宮
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
報
告
会

実
施
日 
3
月
13
日（
日
）

　

４
月
か
ら
「
県
政
だ
よ
り 

み
え
」
は
、

特
集
な
ど
の
政
策
情
報
は
タ
ブ
ロ
イ
ド

判（
新
聞
の
半
分
の
大
き
さ
）で
、イ
ベ
ン

ト
や
お
知
ら
せ
な
ど
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
は
三
重
テ
レ
ビ
（
７
ch
）
の
デ
ー

三
重
県
広
報
紙「
県
政
だ
よ
り 

み
え
」が
変
わ
り
ま
す

タ
放
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
広
報
紙
は

毎
月
第
１
日
曜
日
に
新
聞
に
折
り
込
ん

で
お
届
け
す
る
ほ
か
、公
共
施
設
お
よ
び

民
間
施
設
へ
の
配
置
は
継
続
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
三
重
県
戦
略
企
画
部 

広
聴
広
報
課

　
☎
０
５
９（
２
２
４
）２
７
８
８

　

０
５
９（
２
２
４
）２
０
３
２

Tamaki Information
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建
築
大
工
を
目
指
す
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
入
校
資
格
は
、中
学

校
卒
業
以
上
で
、建
築
の
仕
事
に
携
わ
り

な
が
ら
、建
築
技
術
・
技
能
者
を
志
す
意

欲
の
あ
る
方
（
実
務
経
験
の
有
無
、性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）お
よ
び
、入
校
時
以
降
、

訓
練
校
へ
の
通
学
を
保
証
す
る
建
築
関

係
の
事
務
所
に
入
職
し
て
い
る
方
で
す
。

訓
練
日

�

4
月
～
平
成
31
年
3
月
の
毎

週
水
曜
日（
3
年
間
）

時　

間
�
午
前
8
時
45
分
～

　
　
　
　

午
後
5
時
15
分

場　

所

�

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢

支
部 

第
2
会
館

費　

用

入
校
時　

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　

毎
月　
　

１
１
，０
０
０
円

　
　
　
　

※
す
べ
て
事
業
主
が
負
担

定　

員

�

10
名

問
合
せ
先

　
伊
勢
建
設
高
等
職
業
能
力
開
発
校

　
☎（
２
３
）５
５
３
５

　

二
級
建
築
士
受
験
者
を
対
象
に
し
た

受
験
準
備
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

受
講
資
格
は
、国
土
交
通
大
臣
が
指

定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て

卒
業
後
、所
定
の
実
務
労
働
者
の
方
ま

た
は
、建
築
実
務
の
経
験
7
年
以
上
の

方
で
す
。

期　

間

�

3
月
下
旬
～
9
月
（
週
３
回

程
度
）

時　

間

午
後
6
時
30
分
～
9
時

場　

所

�

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢

支
部 

第
2
会
館

講
習
数

�

Ａ
コ
ー
ス
51
回

　
　
　
　
（
構
造
・
計
画
・
施
工
・
法
規
・
製
図
）

　
　
　
　

Ｂ
コ
ー
ス
15
回（
製
図
の
み
）

受
講
料

Ａ
コ
ー
ス 

７
０
，０
０
０
円

　
　
　
　

Ｂ
コ
ー
ス 

４
０
，０
０
０
円

定　

員

�

20
名
（
少
な
い
場
合
は
中
止

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先

　
伊
勢
建
設
高
等
職
業
能
力
開
発
校

　
☎（
２
３
）５
５
３
５

　

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。ハ
ン
デ
ィ

戦
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
3
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

行
い
ま
す
の
で
、初
級
の
方
も
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間

�

午
前
9
時
30
分
～
50
分（
受
付
）

場　

所

�

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

参
加
費

�

１
，０
０
０
円
（
た
だ
し
18
歳

未
満
の
方
は
無
料
）

　
　
　
　

※�

主
催
者
で
軽
食
を
準
備
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　
玉
城
碁
会　
髙
田 

元
弘

　
☎（
５
８
）４
３
７
０

職
業
能
力
開
発
校
の

訓
練
生
を
募
集

申
込
期
限 

3
月
22
日（
火
）

二
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

受
講
生
募
集

申
込
期
限 

3
月
22
日（
火
）

第
20
回 

玉
城
町
長
杯
囲
碁
大
会

開
催
日 

3
月
20
日（
日・祝
）

　
広
域
の
お
知
ら
せ 

❷

　

精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時　

間

午
後
1
時
30
分
～
3
時
20
分

場　

所

�

伊
勢
庁
舎
（
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
室
）

※�

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
伊
勢
保
健
所　

地
域

保
健
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
伊
勢
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
☎（
２
７
）５
１
４
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

実
施
日 

3
月
24
日（
木
）
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

１
月
は
２
２
７
件　

２
，

８
６
０
，０
０
０
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

累
計
で
２
９
，
２
９
８
件　

３
６
７
，４
８
１
，０
３
２
円
と
な

り
ま
し
た
。（
平
成
20
年
制
度
開

始
か
ら
）

ム
ラ
コ
長
町

　

１
月
29
日
、「
ふ
る
さ
と
味
工
房

ア
グ
リ
」が
第
45
回
日
本
農
業
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
設
立
か
ら
約
20
年
、

玉
城
町
の
農
業
振
興
に
大
き
な
貢

献
を
さ
れ
、全
国
の
産
直
施
設
の
モ

デ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
口
好
久
社
長
を
は
じ
め
関
係

者
の
み
な
さ
ま
の
ご
努
力
に
敬
意

を
表
し
、お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
阪
肉
を
世
に
広
め
た
の
は
日

向
の
山
路
徳
三
郎
翁
で
す
。
明
治

10
年
、今
か
ら
１
３
９
年
前
、15
頭

の
牛
を
引
き
連
れ
東
京
へ
旅
立
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

２
月
９
日
、米
国
フ
ロ
リ
ダ
州

オ
ー
ラ
ン
ド
市
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
で
、原
の
浦
田
修
さ
ん
の
松

阪
牛
（
平
成
27
年
11
月
16
日 

東
京

食
肉
市
場
で
最
優
秀
賞
一
席
を
受

賞
）
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
く
お
い
し
い
と
の
高
評
価
で

あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、米

国
を
は
じ
め
世
界
中
で
松
阪
肉
の

消
費
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
、玉
城
弘
法
温
泉
へ
入

浴
い
た
だ
い
た
方
が
１
７
０
万
人

を
超
え
ま
し
た
。
平
成
４
年
の
温

泉
掘
削
か
ら
24
年
、日
本
有
数
の
療

養
泉
で
あ
る
効
能
が
評
判
で
、県
内

外
か
ら
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
25
日
、町
の
認
知
症
予
防

の
取
組
み
や
交
流
施
設
「
協

か
な
う」
の
運

営
な
ど
、安
心
な
く
ら
し
の
先
頭
に

立
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
く
ら
」
の
み
な
さ
ん
と
鈴
木

英
敬
知
事
と
対
談
し
た
「
み
え
の
現

場“
や
っ
ぱ
し
”す
ご
い
や
ん
か
ト
ー

ク
」は
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら「
イ
ギ
リ
ス
で
認
知
症

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
の
で
、伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
後
で
も
、イ
ギ

リ
ス
の
よ
う
に
開
催
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
っ
た
！
」と
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
実
現
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2
月
17
日　

町
長
室
に
て

　
「
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
～
あ
な
た

ご
自
身
の
こ
と
、家
庭
・
学
校
・
職
場
の
こ

と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、お
電
話
に
て
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
、た
だ
し
電
話
料
金
は

相
談
者
負
担
で
す
。

時　

間

午
前
9
時
～
午
後
5
時

主　

催

�

三
重
県
臨
床
心
理
士
会
、一
般

社
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
会

共　

催

三
重
弁
護
士
会

協　

賛

学
校
法
人
享
栄
学
園　

鈴
鹿
大
学

相
談
電
話
番
号

　
☎
０
５
９（
３
７
２
）３
８
９
６

　
（
当
日
の
み
）

第
17
回
「
こ
こ
ろ
の
健
康
電

話
相
談
」を
開
催

開
催
日 

3
月
6
日（
日
）

Tamaki Information
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有 料 広 告

児
童
書

　

藤
井
旭
「
星
座
を
さ
が
そ
う
」、神
沢

利
子
「
こ
ん
に
ち
は
ウ
ー
フ
」、原
ゆ
た

か
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
よ
う
か
い
大

う
ん
ど
う
か
い
」

絵　

本

　

内
田
麟
太
郎
「
ま
ね
っ
こ
で
い
い
か

ら
」、安
野
光
雄
「
旅
の
絵
本
」、「
に
ほ

ん
ご
」、ま
し
ま
せ
つ
こ
「
と
と
け
っ
こ

う
よ
が
あ
け
た
」、ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ

タ
ー
「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は

な
し
」

紙
芝
居

　

津
田
真
一
「
さ
る
と
う
さ
ぎ
と
が
ま

が
え
る
」、高
森
千
穂
「
ゆ
き
ぐ
に
か
ら

き
た
ラ
ッ
セ
ル
く
ん
」

　

こ
の
他
、多
数
揃
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、

内
容
に
照
ら
し
、購
入
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　　

新
し
い
何
か
と
出
会
う
予
感
に
満

ち
た
こ
の
季
節
、ウ
グ
イ
ス
の
美
し
い

声
に
、梅
の
香
り
に
、街
ゆ
く
人
の
服

装
に
、春
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、旬
の
本
・
話

題
の
本
を
取
り
揃
え
、み
な
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、新
規
で

ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録

が
必
要
で
す
。

（
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

　

三
上
延
「
江
ノ
島
西
浦
写
真
館
」、知

念
実
希
人
「
仮
面
病
棟
」、姜
尚
中
「
心

の
力
」

実
用
書

　

松
橋
周
太
呂
「
す
ご
い
家
事
人
生
の

掃
除
の
時
間
を
グ
ッ
と
縮
め
る
」、高

木
ゑ
み
「
考
え
な
い
台
所
」、本
田
さ
お

り
「
も
っ
と
知
り
た
い
パ
リ
の
収
納
」、

杉
本
正
宣
「
60
歳
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る

ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
英
会
話
」

～
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
～

　

玉
城
町
図
書
館　

☎（
５
８
）８
２
１
２　

田
丸
保
育
所

　

3
月
3
日（
木
）・
17
日（
木
）

　

午
前
中

外
城
田
保
育
所

　

3
月
9
日（
水
）・
23
日（
水
）

　

午
前
中

有
田
保
育
所

　

3
月
3
日（
木
）・
17
日（
木
）

　

午
前
中

下
外
城
田
保
育
所

　

3
月
9
日（
水
）・
23
日（
水
）

　

午
前
中

※�

詳
し
く
は
、各
保
育
所
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

田
丸
保
育
所
の
園
庭
を
３
月
か
ら

土
、日
、祝
日
の
み
一
部
開
放
し
ま
す
。

　

利
用
の
際
は
、保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
等
は
、あ
り
ま
せ
ん
の
で
役

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内

　
3
月
の
園
庭
開
放

土
、日
、祝
日
の
園
庭
開
放
を
始
め
ま
す
！
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たまき観光案内・地場産品販売処たまき観光案内・地場産品販売処
3年目の「城」  毎月第４日曜日は、ますます楽しいイベント盛りだくさん！

■ 林隆久　「写真展」
　3/17～ 4/15
　上原正輝「書と黒象」　
　4/16～ 5/15
　　

度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

FAX 58-7007　営業時間 9：30～ 18：00

3月イベント情報

城ギャラリー

TEL 58-9375

※出品者・ギャラリー利用者を募集中！

3月 27日（日）殿様市

いちごジュース・イチゴサンデー絶好調 !!

玉城町のキャラクター・
玉夢（ターム）君を描こう！
お楽しみ企画あるよ !! 

地域包括支援室  ☎(58)7373

　

こ
ん
に
ち
は
、地
域
包
括
支
援
室
で

す
。

　

4
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、障
が
い

を
理
由
と
し
た
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は
、障

が
い
を
理
由
と
し
て
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、制
限
し
た
り
、

条
件
を
付
け
た
り
す
る
「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
と
、障
が
い
の
あ
る
人
が
何
ら

か
の
配
慮
を
求
め
て
も
、社
会
的
障
壁
を

取
り
除
く
た
め
に
合
理
的
な
配
慮
を
行

わ
な
い
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、行
政
機
関
や
会
社
・
お

店
な
ど
の
民
間
事
業
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

は
、す
べ
て
の
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。「
障
が
い
の
あ
る
人
を
差
別
し
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、誰
に
で
も

す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で
す
が
、た
と
え
意

図
的
で
は
な
く
て
も
、「
結
果
的
に
差
別
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
何
が
差
別
と
な
っ
て
い
る
の

か
に
気
づ
き
、差
別
を
解
消
す
る
た
め
に

は
ど
ん
な
配
慮
（
心
づ
か
い
）
が
必
要
な

の
か
を
、み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、障
が
い
が
あ
っ
て
も
、そ
の
人

ら
し
く
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
成
年
後
見
制
度
」の
活
用
も
有
効
で
す
。

　

認
知
症
、知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不
十
分
な

人
た
ち
は
、不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、身
の
ま
わ
り
の
世
話

の
た
め
に
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ

り
、遺
産
分
割
の
協
議
を
し
た
り
す
る
必

要
が
あ
っ
て
も
、自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と

を
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て

も
よ
く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん

で
し
ま
い
、悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
う
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断

能
力
の
不
十
分
な
人
た
ち
を
保
護
し
、支

援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
「
利
用
し
た
い
け
ど
、制
度
が
良
く
わ

か
ら
な
い
わ
」「
身
寄
り
も
な
い
し
、ど

う
し
た
ら
い
い
の
」「
申
立
て
費
用
っ
て

ど
の
く
ら
い
す
る
の
」
な
ど
、成
年
後
見

制
度
の
利
用
に
関
す
る
ご
相
談
は
、地
域

包
括
支
援
室
へ
。
司
法
書
士
に
よ
る
、無

料
法
律
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
、お
立
ち
寄
り
・
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

有 料 広 告

加納英語塾 生
徒
募
集

0596-52-2513 明和町明星1826 

中学英語教員歴31年の楽しく
わかる授業で英検を取得しませ
んか！幼児から大人までを対象
にしています。無料体験授業に
是非お越しください！

加納英語塾ホームページ

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」の具体

例
は
…

●�

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、車
い

す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
由

で
断
ら
れ
た
。

●�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
の
教

室
な
ど
で
、障
が
い
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
入
会
を
断
ら
れ
た
。 

な
ど

「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」の

具
体
例
は
…

●�
交
通
機
関
を
利
用
し
た
い
と
き
、

ど
の
乗
り
物
に
乗
っ
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、職
員
に
聞

い
た
が
、わ
か
る
よ
う
に
説
明
し

て
く
れ
な
か
っ
た
。

●�

会
議
に
呼
ば
れ
た
の
で
、わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る
人
が
必

要
だ
と
伝
え
て
い
た
が
、対
応
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。　
　

な
ど
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保健福祉会館  ☎（５８）８０００
子育て

日にち 事業名 時間 場所 内容 対象 申込 備考

3 月  4 日 ( 金） おたんじょう会 10：30 ～ 11：00 保健福祉会館 おたんじょうカード作り 3 月に 2 歳・3 歳に
なるお子さん ―

3 月  7 日 ( 月） ぴよぴよサロン 10：30 ～ 11：30 保健福祉会館 わらべうた・
ふれあいあそび

生後 2 ヵ月～ 6 ヵ
月のお子さん ―

3 月 11 日（金） １歳のひろば 10：30 ～ 11：30 保健福祉会館 手型・足型カードを
つくろう 1 歳のお子さん ―

3 月 15 日（火） はいはいサロン 10：30 ～ 11：30 保健福祉会館 ふれあいあそび・絵本 生後 7 ヵ月～
11 ヵ月のお子さん ―

3 月 25 日（金） ２歳児のお子さん 
あつまれー！ 10：30 ～ 11：30 保健福祉会館 卒業カードをつくろう 2 歳・3 歳のお子さん 要 先着 25 組

（2月26日受付開始）

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援タイム
「にこにこ」 10：00 ～ 15：00 保健福祉会館 

（幼児児童福祉室）

子どもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士が
楽しくふれあう場です。 
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

子育て中の親子 
（おじいちゃん・おば
あちゃんも大歓迎）

―

保健（母子）

日にち 事業名 時間 場所 内容 対象 申込 備考

3 月  2 日（水）
乳幼児相談 

& 
おっぱい相談

10：00 ～ 11：30 
13：30 ～ 14：30 保健福祉会館

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相談 
助産師のおっぱい相談

生後 2 ヵ月～
未就園のお子さん

要
（一部）

おっぱい相談のみ 
予約が必要です。

3 月  9 日（水） 1 歳 6 ヵ月児 
健康診査

12：50 ～ 13：20 
（受付時間） 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・

身体計測・問診など
Ｈ 26.7.1 ～ H26.8.31 
生まれのお子さん 
前回未受診のお子さん

― 該当児には 
個人通知します。

3 月 10 日（木） 子ども相談 10：00 ～ 17：00 保健福祉会館 臨床心理士による育児相談・
必要に応じて発達検査等

乳幼児・小中学生のお
子さんと保護者 要

3 月 14 日（月） ７ヵ月児相談 10：00 ～ 10：15 
（受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さんの
絵本の読み聞かせ・身体計測・問
診・離乳食の相談・育児相談

Ｈ 27.7.16 ～ H27.8.15 
生まれのお子さん 
前回未受診のお子さん

― 該当児には 
個人通知します。

保健（成人）

日にち 事業名 時間 場所 内容 対象 申込 料金

H27 年  5 月～ 
H28 年  3 月　 乳がん検診 医療機関の 

実施時間内 玉城病院

<30 ～ 64 歳 >　
（水）・第 1.2（土） 
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ・超音波・視触診 
<65 歳～ >　

（月）（木）（金） 
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ・視触診

30 歳以上の女性 ① 無料（※）

3 月 28 日（月） スクエアステップ
教室 13：30 ～ 14：30 保健福祉会館 血圧測定・スクエアス

テップ
興味のある方なら 
どなたでも ― 無料

児童館
日にち 事業名 時間 場所 内容 対象 申込 備考

3 月 17 日（木） 児童館 
「あそびのひろば」 10：30 ～ 11：30 さくら児童館 作ってあそぼう 未就園のお子さん ―

駐車場は、田丸小学
校校舎裏、体育館前
をご利用ください。

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
※がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

保健福祉会館  ☎（５８）８０００

さくら児童館  ☎（58）8527　　梅がおか児童館  ☎（58）8345
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片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

○番組に関するお問い合わせ…
役場総務課　電話（58）8200

○放送に関するお問い合わせ…
アイティービー　電話 0120（222）505

【  2 月 27 日】　・ 節分行事（外城田保）
【  3 月   5 日】　・ 玉城町社会福祉大会
【  3 月 12 日】　・ 第９回美し国三重市町対抗駅伝
【  3 月 19 日】　・ ３歳児のあそび（有田保）

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

【3 月 1 日～ 3 月 15 日】
　・ めるへん堂ツアーファイナル 2015 in たまき

【3 月 16 日～ 3 月 31 日】　
　・ クリスマスコンサート IN たまき

特別番組（毎月１・16日更新）

【3 月 5 日～ 4 月 4 日】
　・ 未定

【3 月 20 日～ 4 月 19 日】
　・ 生涯学習講座について

知っ得、納得（毎月５・20 日更新）

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

2月25日～3月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

CATV
123ch
CATV
123ch

町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ち
しています。日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

議会放送（終了まで）

有 料 広 告

人のうごき人のうごき
平成 28年 1月 31日現在

●人口　15,746人(±0人)
　【うち外国人 191人(＋9人)】

●世帯数　5,673世帯(＋12世帯)
　【うち外国人 183世帯(＋9世帯)】

（　　）は1月１日以降の増減

男　7,633人(＋3人)
女　8,113人(－3人)

【うち外国人   37人(＋2人)】

【うち外国人 154人(＋7人)】
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診療内容のお知らせ

玉城町役場は午前 8：30 ～午後 7：00 まで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

玉城町国民健康保険玉城病院　☎（58）3039
診療時間 総合相談窓口

受付時間 ご案内

午前８時 45 分～正午
午後３時〜５時
午前８時～11時45分 （皮膚科は11 時 30 分まで）
午後２時 30 分～４時 45 分

■玉城町役場
　☎（58）8200	  （58）4494
　●総務課 	 ☎（58）8200
　●税務住民課 	 ☎（58）8201
　●生活福祉課 	 ☎（58）8203
　●産業振興課 	 ☎（58）8204
　●建設課 	 ☎（58）8205
　●上下水道課	 ☎（58）8207
　●総合戦略課 	 ☎（58）8208
　●出納室 	 ☎（58）8210
　●議会事務局 	 ☎（58）8211
　●教育委員会（村山龍平記念館）
　　☎（58）8212 	  （58）7588

■玉城病院
　☎（58）3039	  （58）7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設
　　☎（58）3770	  （58）3790
　●訪問看護ステーション
　●訪問介護ステーション
　　☎（58）8117 
　●居宅介護支援事業所	☎（58）8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
　☎（58）7373	  （58）8688
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
　☎（58）8000	  （58）8688
■さくら児童館
　☎（58）8527 	  （58）8528

■梅がおか児童館
　☎（58）8345 	  （58）8346
■いなほの郷児童クラブ室
　☎（58）3956	  （58）3956
■つつじが丘児童クラブ室
　☎（58）7699	  （58）7699
■中央公民館
　☎（58）6331 	  （58）7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館
　　☎（58）8800	  （58）8801
　●ふるさと味工房アグリ
　　☎（58）8686	  （58）8687
■社会福祉協議会
　☎（58）6915	  （58）6916
■元気バス	 ☎（58）8181

面談：受付でお申込みください。
電話相談：午前９時～午後４時　☎（58）3039
①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

まちかど掲示板

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　所  伊勢市八日市場町 13-1 伊勢市福祉健康センター内　☎（25）8795
診療日  平日夜間、日曜、祝日
診療時間  昼間：午前 10 時～正午・午後１時～５時　夜間：午後７時 30 分～ 10 時　
三重県地域救急医療情報センターコールセンター　☎ 0596（28）1199

看護師・看護助手・
検査技師 募集中！！

※詳しくは玉城病院へお問合せください。

福祉タクシー　やまや
伊勢市消防本部　患者等搬送事業者　認定

　○車いすに乗ったまま乗り降りできる福祉タクシーです
　○貸出します（車椅子、リクライニング車いす、ストレッチャー）
　○通院、転院又は買い物 冠婚葬祭 等 利用できます
　○初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円
  　 時速10km以下の場合 110秒までごとに100円　
   　送迎回送料 1回100円　  時間制・貸切もあります
　※福祉輸送限定（健常者の方のみの乗車はできません）
　※大型2種免許・ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級・上級救命講習修了書　有

玉城町妙法寺406-16 山路  正史

☎ 0120-294-808
やま  じ      まさ  し

有 料 広 告 有 料 広 告

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 日赤 内科 循環器内科 消化器内科 消化器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口医師 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学
皮膚科

９：00 ～ 12：00

三重大学
眼科

9：00 ～ 11：30

午後
3：00 ～
5：00

内　　科 日赤 内科

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

三重大学
外科

整形外科 矢田副院長 矢田副院長

休日・夜間当直室	 ☎（58）8213


